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寄贈品 

1.  EPSON ビジネスプロジェクター EB-2155W 

2.  ラッチ付き HDMI ケーブル ｻﾝﾜｻﾌﾟﾗｲ KM-HD20-P100L 8-626-3000 

3.  EPSON スピーカー ELPSP02 

≪振り返り≫ 

教育的課題 

プロジェクターの老朽化に伴い、全校生徒一斉に行う講習会や講演、また、

プロジェクト発表の際にスライドがぼやけて見づらく、十分な教育効果が期待で

きない所がある。今回、プロジェクターを購入できれば、教育効果を高める良い

契機となる。 

教材活用の狙い 

明るい場所でも、スライドが鮮明になり、見やすくなる。印象的に記憶に残り

やすくなり、それをもとに、正しく概念を深められることになる。毎年ある農業クラ

ブのプロジェクト発表でも、より明確にデータ等を映し出すことが出来る。プロジ

ェクト発表大会等に使用し、プレゼン力の向上に繋げられる。 

目的達成の為の工夫 

パワーポイント、スライド等に研究をまとめ、発表する場面を作り、教育効果を

高めることが出来るので、学年や全校で行う講話や講演、プロジェクト発表をす

る際、教育的効果を確実に高めてくれると信じている。 

≪教材活用の効果・成果≫ 

活用状況及び、教育

的課題の解決状況 

1. ビジネスタイプであり、明るさと解像度の高さから、明るい場所でも鮮明に広範

囲に照射できた。体育館、その他公的な大会場でも色彩が鮮明に投影できた。 

同等品の中でも、より精密でより正確な投影ができたと感じている。 

2. プロジェクターを活用することでプロジェクト発表を鮮明な色彩で分かりやすく

発表することができ、発表側と聴く側の両方の教育的効果が高まった。  

3. スライドが鮮明になることで、学習内容の理解が深まった。 

対象者・利用頻度 

毎年、プロジェクト発表会、講演会等でも活用できるので、年７回以上の使用を

見込んでいた。今年度は、２学期始めからの使用にもかかわらず、７回を超えてい

るので、次年度以降は更に数多くの利用回数が見込まれる。 

目的達成状況 
鮮明に広範囲に照射でき、体育館等の大会場でも色彩が鮮明に投影できた

ので、多くの生徒達の理解に繋がり、教育的効果は非常に高まった。 



教育的効果について

の所見等 

このプロジェクターを活用できることは、講演会やプロジェクト発表を鮮明な色彩

で分かりやすく発表することができ、大人数、かつ後方の視聴者に対して、印象

的に記憶に残り、正しく概念を深められることに繋がった。 

 活用状況の写真等（当日の様子など） 

■令和７年１０月６日（月）４限 薬物乱用防止教室 （全校生徒） 

 全校生徒に向け実施した。近年、若者の大麻の乱用が増加していることや危険ドラッグなどが SNS によって身近に入手される

ことから薬物に対する危険性が広がっている。後方の生徒も実物や文字もはっきり確認させることで、現状と薬物乱用防止の重

要性を理解・認識させやすかった。 

■令和７年１０月１７日（金）１～４限 文化祭・ステージ発表 （全校生徒） 

 ステージ発表で、生徒会や社会福祉科等がプレゼンテーションソフトを利用して発表した。 

学校の取組や学科の取組が分かりやすかった。 

■令和７年１０月１８日（土） 文化祭（一般公開）・ステージ発表 （希望生徒・一般） 

 一般公開は、前日と同じ内容であったが、後方の座席に座る一般の方に対しても、 

鮮明に印象深く示すことができ、本校の更なる理解と生徒募集につながったと感じている。 

■令和７年１０月２５日（土） 中学生体験入学 

 体育館で、本校の教育活動を紹介した。本校を受験希望している生徒やその保護者に、鮮明に印象深く本校の教育活動が紹

介できたので、このプロジェクターが生徒募集に直結して役立ったと感じている。 

■令和７年１１月５日（水）放課後 ワンヘルス実践発表会の各学科のリハーサルと準備 

各学科のプロジェクト発表を鮮明な色彩で分かりやすく発表できることを確認でき、発表側の教育的効果が高まった。 

■令和７年１１月１２日（水）１３時～ 令和７年度久留米筑水ワンヘルス実践発表会 

１stステージでは、山川小学校４年生を招いて、①「ワンヘルスについて」 

②「ワンヘルス体験活動」③「高校生とのトークセッション」を実施した。 

２ndステージは、全学科によるワンヘルス実践発表だった。すべてにおいて、 

プロジェクターを用いて、児童･生徒のワンヘルスとその実践に対する 

理解度を高めさせた 

■令和７年１１月１７日（月）４限 飲酒運転防止講演会 

後方の生徒も文字や画像をはっきり確認でき、理解しやすかったので、飲酒運転は絶対にしてはいけないという気持ちを生徒

全員に持たせることができたと感じている。 

■令和７年１２月１日（月）１限 第３学年第４回人権・同和教育（DVD視聴） 

教材として DVD「あなたに伝えたいこと」（兵庫県人権啓発協会：2014年製作）視聴し、差別が身近に存在していることを理解し、

真に差別のない社会を作るためにどのような行動をしたらよいか考えさせるための良い支援となった。 

■令和８年１月１９日（月）１限 金融リテラシー教育 （第１学年） 

 最近、導入された金融リテラシー教育であり、今回は、「投資」を「お金に働いてもらう」という表現を使って、プレゼンテーション

をされました。内容は視覚的に理解しやすく、生徒のみならず、教員にも役立つ内容であった。 

■令和８年３月１３日（月）１限 海外（オーストラリア）研修報告会 

生徒の発表は理解しやすく、非常に興味･関心が高まる内容であった。 

その発表者と視聴者の教育的効果を高めることに役立った。 

■令和８年３月１３日（月）１限～４限 令和８年度に向けた農業クラブ校内プロジェクト・意見発表会 

県年次大会に向けた校内プロジェクト発表をプロジェクターの活用によって、鮮明な色彩で分かりやすく発表することができ、

発表側と視聴側の両方の教育的効果が高まった。 



今後の活用見通し・課題 

 毎年、プロジェクト発表会、講演会等でも活用することができ、学年や学科の使用を考えれば、数多くの利用回数

が見込まれる。今年度の予想使用数を優に超えたので、１学期からの使用範囲を考えれば、次年度以降、２０回以

上の使用が見込め、それに応じた教育効果も倍増するであろう。 

 


